
科　目

開講年次 ３ 使用教材

学期 月

4

5

7

10

11

1

2

後
　
　
　
　
　
期

保育の活動計画と実習 保育の活動計画

保育の活動計画と実習 保育実習と反省

12

後期中間考査

子育て支援と保育 子供、子育ての問題

子育て支援と保育 子育て支援のための施設と支援

3

前
　
　
　
　
　
期

子供の表現活動と保育 造形表現活動について学ぶ。

子供の表現活動と保育 言語表現活動を学ぶ。

6
子供の表現活動と保育 音楽、身体表現活動、情報手段などを活用した活動について学ぶ。

前期中間考査

保育の活動計画と実習 保育の活動計画

9
保育の活動計画と実習 保育の活動計画

前期期末考査

選択生徒像 保育士や児童支援員など、子供に関わる仕事をしたいと考えている生徒。

選択条件 2年次「保育基礎」を履修していること。

備　　考 保育施設などへ実習に行く予定の科目です。実習における姿勢が求められます。

目　　標 保育の重要性をさらに深く理解し、子供の発達を促す技術を身に付ける。

評価方法

単元 指導内容

知識・技能：思考・判断・表現：主体的に学習に取り組む態度＝３：４：３
・授業態度 ・学習プリント   ・レポート   ・作品    ・定期考査　・実習態度

教   科 家　庭 保育実践

単位数 ２単位
教科書
材料費2000円程度　エプロン、三角巾   裁縫道具

分類・帯 食と福祉系列・S2

科目説明
「保育基礎」の内容をふまえ、子供の発達を促す技術を身に付け、地域の保育や子育てに支援できる力や考え方を身に付けていきま
す。学習の成果として、校外実習を予定しています。


